
２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

船
舶
と
の
荷
役
の
用
に
供
す
る
荷
役
機
械
（
石
油
荷
役
機
械
、
液
化
石
油
ガ
ス
荷
役
機
械
及
び
液
化
天
然

ガ
ス
荷
役
機
械
（
次
号
に
お
い
て
「
石
油
荷
役
機
械
等
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
要
求
性
能

自
重
、
レ
ベ

ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
及
び
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
荷
役
機
械
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

一

船
舶
と
の
荷
役
の
用
に
供
す
る
荷
役
機
械
（
石
油
荷
役
機
械
を
除
く
。）の
要
求
性
能

自
重
、
レ
ベ
ル
一

地
震
動
、
載
荷
重
及
び
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
荷
役
機
械
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二

石
油
荷
役
機
械
等
の
要
求
性
能

自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
風
、
石
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
及
び
液
化
天

然
ガ
ス
の
重
量
及
び
圧
力
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
石
油
荷
役
機
械
等
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二

石
油
荷
役
機
械
の
要
求
性
能

自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
風
、
石
油
の
重
量
及
び
圧
力
等
の
作
用
に
よ

る
損
傷
等
が
、
当
該
石
油
荷
役
機
械
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

第
九
章

移
動
式
施
設

（
新
設
）

（
通
則
）

（
新
設
）

第
四
十
九
条

移
動
式
施
設
の
要
求
性
能
は
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
、
貨
物
の
取
扱
状
況
及

び
旅
客
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
移
動
式
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
）

（
新
設
）

第
五
十
条

移
動
式
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
は
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形

式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
移
動
式
荷
役
機
械
の
機
能

を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
）

（
新
設
）

第
五
十
一
条

移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
は
、旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
を
図
る
も
の
と
し
て
、

構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
が
行
え
る
よ
う
、国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設

の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
移
動
式
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

（
新
設
）

第
五
十
二
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
移
動
式
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
章

そ
の
他
の
港
湾
の
施
設

第
九
章

そ
の
他
の
港
湾
の
施
設

（
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
の
要
求
性
能
）

（
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
及
び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
）

第
五
十
三
条

第
五
十
一
条
の
規
定
は
、
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
九
条

旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
及
び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
は
、
旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑

な
乗
降
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
が
行
え
る
よ
う
、国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
及

び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

第
五
十
四
条
〜
第
五
十
七
条

（
略
）

第
五
十
条
〜
第
五
十
三
条

（
略
）
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